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個が輝き共に生きる 文林の教育 
                             研 究 主 任  川 島 紀 子

    

 本校は平成 29・30年度文京区教育研究協力校です。研究テーマは「対話的な学びを通して思

考を深め表現する学習場面の創出～学級集団アセスメントや学力調査の分析を生かした授業改

善」。実際には平成 28年度、つまり現３年生の入学年度から開始した３ヵ年の取組でした。 

研究の柱は２点あります。第一に対話的な学びを通して思考を深め表現する教科の授業の質

的改善です。学級集団アセスメント hyper-QUを活用し、個人の課題や学級集団の課題を実証的

に分析してきました。全校生徒一人一人の変容を全教員が丁寧に見取り、共通理解の元で指導

に活かしていくことができるのは、全教科・全学年の授業を全教員が指導している本校の強み

でもあります。学校の教育活動は「個の育成」と「学び合い・高め合いが効果的に発揮される

集団の育成」の両輪で展開されています。本校では、個と集団の実態に応じた効果的な学習の

デザインを検討し、「一時間、一時間の日常の授業こそが最も大切な学びの場」として、授業改

善に積極的に取り組んできました。その結果、「授業がわかりやすい」「授業で学ぶ喜びを感じ

る」「授業で自分の考えを深め表現できる」とほとんどの生徒が肯定的な回答をするようになり、

本年度の全国・学力学習状況調査では全国平均を 18ポイントも上回りました。 

研究の第二の柱は、総合的な学習の時間を中心として取り組んできたプレゼンテーション学

習です。八ヶ岳自然教室・職場体験・校外学習・修学旅行等の実体験を通して生徒の言葉で自

らの考えや思いを工夫して伝えるプレゼンテーション。自らの経験を振り返り、そこで自分が

感じたことや学んだことは何だったのかと考えを深める。それをわかりやすく伝えるためには

どこを焦点化するのか整理し、試行錯誤しながらスライドを作り上げる。良いプレゼンテーシ

ョンにするためは、作り方の「スキル」の獲得よりも、「どれだけ自らの思考を深められるか」

が鍵になることを、生徒たちも実感しはじめてきています。段階的なプレゼンテーション指導

体系モデルを作成し活用したこと、生徒が専門家から直接、指導・助言を受けられたことで、

教員が生徒に育成したいと願ってきた思考力・表現力が高まってきました。 

11 月９日に行われた研究発表会には、文京区・都内の教育関係者 268 名が参加しました。 

教科別分科会では質疑応答に生徒も加わり、授業中の思考過程を発表してくれました。ブース

発表では、わずか２週間前の文林学芸発表会よりもさらにレベルアップしたプレゼンテーショ

ンを見せてくれました。全体会では９名の生徒が舞台発表を行い、堂々と自分の言葉で語る   

プレゼンテーションの素晴らしさに盛大な拍手が送られました。生徒の姿に感動して涙を流さ

れていた方もいたようです。生徒を前面に出した研究発表会は全国でもとても珍しい取組でし

たが、生徒の持つ力の大きさを改めて実感する機会となりました。 

来賓の方々や本校の教員がつけた胸花は茶道部の手作りの作品でした。当日の朝、生徒が教

員一人一人につけてくれました。また、多くの PTAの保護者の方が受付の対応をしてくださり、

笑顔で大勢のご参会の方を出迎えてくださいました。心からの感謝の思いでいっぱいです。 

これからも生徒一人一人が輝き共に生きる文林の教育を展開できるよう、全教職員が一丸と

なって指導に取り組んで参ります。チーム文林として、本校の教育活動へのご支援を引き続き

よろしくお願い致します。 



   

教科分科会質疑応答        ブース発表          全体会 舞台発表 

～ １０月 の お も な 行 事 ～ 

☆千駄木幼稚園運動会ボランティア活動 

10/ 7（日）、本校校庭において、千駄木幼稚園の運動会が行わ

れました。台風の影響で前日から風が強まり、当日テントが飛ん

でしまうのではという心配もありましたが、何とか無事に終える

ことができました。ボランティアで参加した生徒たちは、朝早く

に集合し幼稚園の先生方父母の方々と一緒に、幼稚園から文林中

まで用具の運搬を手伝いしました。その後、幼稚園の先生の指示

で、担当種目ごとにリハーサルを行い、本番を迎えました。園児

たちの笑顔に背中を押されてか、文林中生は素早い動きで用具の

出し入れをし、プログラムがほぼ予定通りに進んでいきました。 

☆文林学芸発表会 

10/27（土）、文林学芸発表会が行われました。開会

式の後、千駄木小学校 Jrオーケストラと吹奏楽部の合

同バンドの演奏から始まり、会場は徐々に盛り上がっ

ていきました。総合の舞台発表では、各学年が趣向を

凝らし、参観者を楽しませてくれました。午後のブー

ス発表が行われた各教室は今年も熱かったです。質問

が出ないと参観者を指名して質問してもらうなど、発

表態度も堂々としていました。来賓の方々をはじめ、 

保護者、地域の皆様、ご来校ありがとうございました。写真はＨＰ、学年だより等でご覧ください。 

☆表彰  ・薬物乱用防止ポスター・標語  「標語の部」地区会長賞 ２年 男子 

作品『 薬物で 見える世界は 地獄絵図 』 

・「税についての作文」本郷納税貯蓄組合連合会会長賞 １年 女子 

・「税の標語」本郷関税会長賞（秀作） 

 ２年 女子 、２年 女子 

          ・「防災標語コンクール優秀作品」 １年 女子 

作品『 あいさつは 命を救う 近所の輪 』 

☆小中連携事業 ・11/13(火)『 ブックトーク 』  中学２年生が千駄木小を訪問して行います。 

           ・11/13(火)～16(金）、12/3(月）～７(金） 

『 落ち葉掃き 』  千駄木小の児童と一緒に各校の校庭や周辺を清掃します。 


